
と
謙
信
先
生
が
担
当
と
な
り
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
封
印
セ
レ
モ
ニ
ー
に

立
ち
会
い
ま
し
た
。
十
四
ク
ラ
ス

の
十
四
個
の
ピ
ン
ク
の
巾
着
袋
に

は
三
年
間
の
様
々
な
思
い
が
詰
ま

っ
て
い
て
、
用
意
し
た
箱
の
ふ
た

が
閉
ま
ら
な
い
程
で
し
た
。
閉
ま

ら
な
い
ふ
た
を
心
配
し
ま
し
た

が
、
後
日
大
き
な
箱
に
変
え
た
と

聞
き
、
三
年
間
の
学
校
生
活
の
重

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
同
窓
会
並
び
に
母
校

に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協

力
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
二
月
二
十
八
日
、
同
窓
会

入
会
式
の
前
に
「
高
校
時
代
の
心

を
二
十
年
後
の
自
分
達
に
送
り
届

け
る
こ
と
」
を
目
的
に
福
地
先
生

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
平
成
十

六
年
度
、
平
成
十
七
年
度
卒
業
の
学

年
を
対
象
に
「
卒
業
二
十
周
年
記
念

同
窓
会
」
を
生
徒
会
・
同
窓
会
で
行

い
ま
し
た
。
先
生
方
も
同
席
さ
れ
、

会
場
は
華
や
い
だ
笑
顔
と
会
話
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
紙
面
五

頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
皆
様
も
す
で
に
ご
承
知

の
事
と
思
い
ま
す
が
、
昭
和
六
十

一
年
度
卒
業
の
高
倉
麻
子
さ
ん
の

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
殿
堂
入
り

式
典
の
様
子
が
民
報
新
聞
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
晴
れ
や
か
な

笑
顔
に
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

み
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る

と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の

セ
レ
モ
ニ
ー
は
毎
年
行
う
予
定
と

言
う
事
で
す
。
二
十
年
後
の
開
封

セ
レ
モ
ニ
ー
の
参
加
者
の
中
に
会

の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
方
達
が

い
る
事
に
大
い
な
る
期
待
を
抱
き

ま
し
た
。

六
月
二
十
二
日
、
総
会
を
行
な

い
ま
し
た
。
顧
問
の
皆
様
の
出
席

も
多
く
、
学
内
同
窓
生
の
先
生
方

の
紹
介
を
聞
き
、
頼
も
し
い
同
窓

会
に
な
っ
た
事
を
喜
ん
で
下
さ
い

ま
し
た
。

暑
さ
堪
え
ぬ
九
月
六
日
、
桃
李
祭

同
窓
会
会
長
　
石
　
井
　
　
　
都

（
昭
和
41
年
度
卒
）

「
母
校
は
成
蹊
と
言
え
る
誇
り
」

同窓会会報
発　行
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福島成蹊高等学校同窓会一般会計決算書
令和６年４月１日～令和７年３月31日

1 . 収入金額 4,794,273円　2 . 支出金額 1,610,405円　3 . 差引金額 3,183,868円 ※次年度へ繰越

特別積立金（令和７年３月31日現在）
運営協力費（令和７年３月31日現在）
  

5,676 ,199円
32,460円

上記帳簿及び関係書類について監査の結果正確であることを認めます
令和７年４月18日　　会計監査　　大槻　芳恵　髙橋　晴佳

収 入 の 部

項 目

会 費

運営協力費

預 金 利 子

雑 収 入

繰 越 金

合 計

支 出 の 部

項 目

事 業 費

会 議 費

会報発行費

協 力 費

交 誼 費

通 信 費

旅 費

事 務 費

特別積立費

予　備　費

合 計

2,172,000

25,285

500

200,000

2,473,216

4,871,001

2,160,000

25,285

1,972

133,800

2,473,216

4,794,273

△12,000

0

1,472

△66,200

0

△76,728

適　　　　　用

6,000×360人

５年度運営協力費より

普通預金利子

総会会費、オリジナルキューピー

前年度より繰入

800,000

100,000

200,000

300,000

50,000

400,000

0

200,000

600,000

2,221,001

4,871,001

158,407

10,074

180,180

322,616

0

204,496

0

134,632

600,000

0

1,610,405

増　　　減

△641,593

△89,926

△19,820

22,616

△50,000

△195,504

0

△65,368

0

△2,221,001

△3,260,596

適　　　　　用

総会、ホームカミングデー

役員会、入学式等

会報第31号

全国大会祝金、卒業証書ホルダー等

慶弔費

郵便料、名簿補助

印刷費、事務用品等

（単位：円）

本年度予算額 本年度決算額

増　　　減本年度予算額 本年度決算額

令和７年

入学式出席

定例役員会

会報30号発送

会計監査

定例役員会

同窓会総会開催

定例役員会

ホームカミングデー

定例役員会

定例役員会

新幹事顔合わせ

定例役員会

同窓会入会式

会報31号発行

４月10日

13日

５月18日

６月９日

７月６日

８月２日

９月21日

1月25日

30日

２月15日

28日

３月１日

会 務 報 告

理
事
長
・
校
長
　
　
本
　
田
　
哲
　
朗

『
教
育
の
使
命
が
、

　
　
更
に
大
き
く
成
る
時
代
に
向
け
て
』

令和６年

す
。
今
般
、
就
学
支
援
金
制
度
の

拡
充
で
、
公
立
高
校
同
様
に
授
業

料
が
無
償
化
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
、
こ
の
事
で
、
本
校
の
教
育
力

の
高
さ
が
一
層
評
価
さ
れ
る
の
を

確
言
し
ま
す
。
特
に
、
難
関
大
学

に
強
い
『
中
高
一
貫
教
育
』
も
、

学
納
金
の
面
で
三
年
間
だ
け
の
支

出
に
な
り
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
理

解
下
さ
い
。
新
た
に
同
窓
生
の
ご

子
弟
に
対
す
る
経
済
的
配
慮
も
新

設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
詳
細
に
つ

い
て
は
H
P
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

で
ご
確
認
下
さ
い
。

国
際
情
勢
を
含
め
未
来
は
不
透

明
で
予
想
が
困
難
と
言
わ
れ
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
教
育
の
果
た

す
役
割
は
、
益
々
大
切
に
な
る
と

確
言
し
て
居
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
多
く
の
同
窓
生
の
関
係
者

の
皆
様
方
の
教
育
に
携
わ
れ
れ
ば

嬉
し
く
思
っ
て
居
り
ま
す
の
で
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

同
窓
会
の
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
常
日
頃
か
ら
本
校
の
隆
盛
の

為
に
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
多
大

な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
衷
心
か
ら

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お

陰
を
持
ち
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
多
数
の
方
々
か
ら
支
持
さ
れ

る
私
学
と
し
て
、
今
日
を
迎
え
る

事
が
出
来
る
事
を
心
か
ら
嬉
し
く

思
っ
て
居
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
令
和
八
年
度
の
新
入
生

か
ら
は
三
ヶ
年
教
育
を
再
編
成

し
、
こ
れ
ま
で
の
三
コ
ー
ス
制
か

ら
二
コ
ー
ス
制
で
教
育
を
行
っ
て

い
く
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
新
コ
ー
ス

は
、
主
に
大
学
進
学
志
望
生
徒
の

為
の
『
志
学
文
理
コ
ー
ス
』
と
、

短
大
・
専
門
学
校
・
就
職
志
望
者

向
け
の
『
実
理
総
合
コ
ー
ス
』
に

な
り
ま
す
。
特
徴
は
両
コ
ー
ス
共

に
授
業
時
間
数
を
揃
え
、
学
年
更

新
時
に
希
望
に
応
じ
て
コ
ー
ス
間

の
移
動
を
可
能
に
し
て
い
る
事
で

福島成蹊高等学校同窓会会報第32号 令和8年（2026）3月1日②
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平成22年度3年12組の皆さん、お
元気ですか。私は元気に今も成蹊で
教員をしています。あれから15年、
皆さんはどんな大人になっているの
でしょうか。当時12クラスというの
は成蹊史上最多クラス数でした。同
じ普通コースの10組・11組は女子ク
ラスでしたが、12組だけ男女混合ク
ラスでしたね。男子とのやりとりは
楽しかったです。女子は素直でかわ
いい生徒たちでした。またいつか会
いたいですね。お体に気をつけて、お
仕事、子育て、頑張ってください。

伊澤　充先生平成2２年度  3年12組 担任

現在現在
2010年2010年

月日にともない記憶は薄れていき
ますが、この原稿依頼を受けたおか
げで、当時の出来事が沢山思い出さ
れます。1年生の時に知った男子生徒
受け入れと校名変更。2年生では桃李
祭で実施したフォトスポットや、思
い出深い沖縄修学旅行。そういえば2
年時の副担任N先生を「育てたのは
私たちだ！」と豪語していたことも
…。本当に色濃い高校時代でしたね。
そんなみなさんと今年度の桃李祭で
お会いして、やはりあなたたちは、福
島成蹊女子高等学校最後に相応しい
学年だったと確信しました。その力
強さをこれからも続けてほしいと
思っています。

大竹　渉先生平成17年度  ３年５組 担任

現在現在
2005年2005年

卒業時に担任だった5名の先生にスポットをあて、
今、成蹊高校で何をしているか、また卒業当時を思
い出していただきひとことメッセージをお願いしました。

卒業から卒業から5年
（令和２年度卒）

5年
（令和２年度卒）

10年
（平成27

年度卒）
10年

（平成27
年度卒）

15年
（平成22

年度卒）
15年

（平成22
年度卒）

20年（平成17年度卒）

20年（平成17年度卒）

先生方からのメッセージ先生方からのメッセージ

10組卒業後10年、結婚・出産含め、本
当にうれしく元気を貰える報告が何回
もありました。ありがとうございまし
た。10組は大変濃密でしたね。私は10
組以来担任をしていません。大変良い
クラスと今も自負していますが、残念
ながら人の評価は違ったようです。今
も皆さんは10年前同様活気に満ち、や
りたい・叶えたい・行きたい・出会いた
いに向かって動き続けていますか？そ
れぞれが幸せであることを心より祈っ
ています。どうか幸せになってくださ
い。最後に南校舎新築のため1年間第
2Gに居た腰浜校舎学年でもある皆さ
ん、南校舎2期工事完成の際はぜひ学
校に遊びに来てください。

加藤貴義先生平成27年度  3年10組 担任

現在現在
2015年2015年

皆さんと過ごした３年間は、かけ
がえのない時間として今でも思い
出されます。特進コースではありま
したが、学校行事も全力で楽しみま
したね。合唱祭では「Let It Go」をク
ラス一丸となり歌い切りましたし、
桃李祭の「お化け屋敷」も大盛況で
した。球技大会のサッカーでは、特
進コースとは思えないほどの運動
神経のよさを学校中に示しました
ね。時折、皆さんと会い、社会におい
て活躍している様子を聞くと、頼も
しい限りです。皆さんの幸せな人生
を願っております。

石井智憲先生平成27年度  3年2組 担任

現在現在
2015年2015年

私は現在、文理選抜コース１学年
を担当しております。みなさんが卒
業した後も、文理選抜コースの副担
任、担任をしていました。当時の思
い出は、桃李祭で木製ジェットコー
スターを作り、参加部門で賞をも
らったこと、研修旅行でマレーシア
に行ったこと、３年生になる春休み
にコロナが流行したことです。当時
の経験が今に活かされていると幸
いです。多くの人が社会人になって
いると思いますが、お体に気をつけ
て、頑張ってください。

唯木祐人先生令和2年度  3年3組 担任

現在現在
2020年2020年
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卒
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年
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年
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年
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年
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事
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（
平
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18
年
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事
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木
　
祐
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21
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徳
（
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澤
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郎
（
平
成
27
年
度
卒
）

　
　
大
河
内
拓
海
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30
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〜
母
校
と
い
え
る
誇
り
〜

時
代
が
流
れ
、
現
在
私
た
ち
が

卒
業
さ
せ
て
頂
い
た
母
校
は
、
め

ま
ぐ
る
し
い
発
展
、
進
化
し
憧
れ

の
学
校
に
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
年
六
月
、
同
窓
会
総
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
堅
苦
し
い
イ
メ
ー

ジ
と
異
な
り
、
和
や
か
で
楽
し
い

情
報
交
換
の
場
所
で
す
。

し
か
し
、
参
加
率
が
年
々
減
り

せ
っ
か
く
の
総
会
が
寂
し
い
で
す
。

も
っ
と
沢
山
の
卒
業
生
が
参
加

し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
総
会
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

形
式
的
な
集
ま
り
で
は
な
く
、
精

神
的
な
豊
さ
や
、
新
た
な
活
力
を

あ
た
え
て
く
れ
る
貴
重
な
機
会
で

あ
る
場
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

理
事
長
・
校
長
先
生
の
ご
挨
拶

の
中
で
、
現
在
の
母
校
の
様
子
が

伺
え
ま
す
。

私
は
、
い
つ
も
活
力

を
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
気
づ
き
を
頂
く
石

井
会
長
の
ご
挨
拶
が
楽

し
み
で
す
。
さ
あ
！
総

会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
！あ

の
青
春
の
一
ペ
ー

ジ
に
戻
り
ま
せ
ん
か
‼

還
暦
の
節
目
に
行
う
予
定
だ
っ

た
五
回
目
の
ク
ラ
ス
会
は
コ
ロ
ナ

禍
で
開
催
で
き
ず
、
よ
う
や
く
八

月
に
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
県
内
外
か
ら
二
十
名
が
集
い
、

再
会
の
喜
び
と
と
も
に
四
十
三
年

前
の
学
生
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
な
楽
し
い
時
間

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
ゆ

き
ま
し
た
。
恩
師
吉
田
貴
義
先
生

に
は
皆
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
次
回
ま
た
会
え
る
こ

と
を
約
束
し
て
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
先
も
先
生
と
私
た

ち
が
健
康
で
共
に
時
を
重
ね
て
い

け
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

卒
業
し
、
月
日
が
流
れ
母
校
を

思
い
出
す
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て

い
た
折
に
久
し
く
参
加
し
て
い
な

か
っ
た
総
会
へ
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
久
し
ぶ
り
に
母
校
の
空
気

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

本
田
校
長
先
生
の
話
か
ら
は
、

現
在
の
教
育
方
針
や
生
徒
た
ち
へ

の
思
い
が
伝
わ
り
、
母
校
が
今
も

大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
石
井
会
長
の
話
で
は
同

窓
生
同
士
の
つ
な
が
り
や
支
え
合

い
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。母

校
の
発
展
の
様
子
を
知
る
こ

と
で
、
自
分
が
学
ん
だ
場
所
が
今

も
前
進
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
う

れ
し
く
、
心
強
く
思
い
ま
す
。

　
遠
藤
　
ひ
と
み
（
平
成
21
年
度
卒
）

　
八
島
　
厚
子
（
昭
和
53
年
度
卒
）

　
菊
田
　
恵
子
（
昭
和
57
年
度
卒
）

http://www.f-seikei.ed.jp/hs/classreunion.php

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
同

窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、

同
窓
会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
住
所
変
更
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活

用
下
さ
い
。

毎
年
、
宛
先
不
明
で
多
く

の
郵
便
物
が
戻
っ
て
き
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

住
所
及
び
連
絡
先
等
の
変

更
を
さ
れ
た
場
合
は
、
お
手

数
で
す
が
、
す
み
や
か
に
同

窓
会
事
務
局
に
お
知
ら
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
引

き
続
き
、
郵
送
、
電
話
、

F
A
X
、
メ
ー
ル
で
も
受
付

い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

住
所
変
更
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

下記のURLまたはQRコード
よりホームページへアクセス
いただけます。

福島成蹊高等学校同窓会会報第32号 令和８年（2026）3月1日④



　特別活動部部長　齋藤　謙信　

同
窓
会
L
I
N
E
で
記
念
同
窓
会
を
知
り
、
東
京

か
ら
仕
事
の
間
隙
を
縫
い
夏
空
の
下
の
成
蹊
を
訪
い

ま
し
た
。
五
年
超
ぶ
り
の
母
校
。
会
場
は
特
別
教
室

と
な
っ
た
元
三
―
一
・
三
―
二
で
、
変
わ
ら
な
い
床

板
や
天
井
に
懐
か
し
さ
が
溢
れ
ま
す
。
担
任
団
の
先

生
は
じ
め
、
多
数
の
お
元
気
な
お
顔
を
拝
見
で
き
嬉

し
さ
が
湧
き
立
ち
ま
し
た
。
桃
李
祭
の
賑
わ
い
も
現

役
や
実
習
で
伺
っ
た
頃
と
変
わ
ら
ず
、
図
書
委
員
の

古
本
市
手
伝
い
で
在
校
生
と
じ
っ
く
り
話
せ
、
こ
の

隔
て
な
さ
こ
そ
成
蹊
ら
し
く
愛
し
い
も
の
で
す
。
思

い
出
話
と
共
に
友
人
と
一
つ
ず
つ
開
封
す
る
と
手
書

き
の
字
だ
け
で
誰
か
が
わ
か
り
、
あ
の
三
年
が
い
か

に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
感
じ
ら
れ
、
幸
せ

な
時
間
で
し
た
。

　
鈴
木
　
千
尋
（
平
成
16
年
度
卒
）

当
時
の
通
学
路
を
歩
き
母
校
に
向
か
う
。
風
景
は

様
変
わ
り
し
て
…
駅
前
シ
ダ
ッ
ク
ス
が
な
い
。

し
か
し
母
校
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
の
姿
は

当
時
の
ま
ま
。
あ
の
頃
の
出
来
事
ご
と
つ
ぶ
さ
に
蘇

る
。
大
き
な
違
い
は
見
知
ら
ぬ
南
校
舎
・
沢
山
の
男

子
生
徒
・
そ
し
て
当
時
の
我
々
よ
り
も
…
女
子
が
遙

か
に
垢
抜
け
て
い
る
こ
と
。

カ
プ
セ
ル
の
中
身
は
更
に
私
達
の
記
憶
を
蘇
ら
せ

る
。「
女
子
高
最
後
」
の
球
技
大
会
賞
状
・
黄
色
い

パ
ン
注
文
書
。
雑
誌
ジ
ッ
パ
ー
は
表
紙
見
て
ひ
っ
く

り
返
っ
た
。

十
八
歳
の
私
達
へ
。
入
っ
て
い
た
手
紙
通
り
の
人

生
で
は
な
い
け
ど
元
気
に
楽
し
く
生
き
て
る
よ
。
箱

に
残
し
た
思
い
出
は
大
正
解
。
懐
か
し
さ
を
あ
り
が

と
う
。

　
塚
辺
　
千
晴
（
平
成
17
年
度
卒
）

桃
　
李
　
祭

桃李祭の企画として卒業20周年記念同窓会が始まりました。今年度は2004（平成16）年度と
2005（平成17）年度卒業の皆様でしたが、20年という時間を一瞬で飛び越え、会話に花が咲いて
おりました。次は2006（平成18）年度卒業生の方々です。夏前にご案内を送付いたしますので、
ぜひ懐かしい学び舎に足をお運びください。
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数
年
ぶ
り
に
学
校
を
訪
問
し
た

際
、
身
内
が
運
営
す
る
店
を
手
伝

っ
て
お
り
、
品
物
の
行
き
先
に
悩

ん
で
い
る
こ
と
を
話
の
流
れ
で
お

伝
え
し
ま
し
た
。
そ
の
場
で
出
張

販
売
を
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
後
日
、
大
山
先
生
が
学
校

に
掛
け
合
っ
て
く
だ
さ
り
桃
李
祭

で
の
出
張
販
売
が
可
能
に
な
っ
た

と
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
先
生
方
や
高
校
時
代
の
仲
間

に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
準
備
か

ら
当
日
ま
で
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
れ
は
私
に
と
っ
て
思
い
が
け

な
い
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
お
店

の
運
営
を
通
じ
て
感
じ
て
い
た
人

と
の
つ
な
が
り
を
、
今
回
あ
ら
た

め
て
母
校
と
の
関
わ
り
の
中
で
も

実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
ご
縁
を
今

後
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
菅
崎
　
裕
磨
（
平
成
26
年
度
卒
）



キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

   

蓬
田
　
利
江
（
平
成
５
年
度
卒
）

助
産
師
免
許
取
得
か
ら
28
年
に

な
り
ま
す
。
現
在
町
役
場
で
母
子

保
健
・
子
育
て
支
援
業
務
や
、
地

域
学
校
協
働
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
お
産
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
助
産
師
で
す

が
、
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家

族
、
そ
し
て
女
性
が
主
な
対
象
で

す
。住

民
と
の
出
逢
い
は
母
子
手
帳

交
付
に
始
ま
り
ま
す
。
会
話
を
す

す
め
て
い
く
と
、
不
安
な
こ
と
や

心
配
な
こ
と
を
表
出
し
て
下
さ
り
、

一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
で
信
頼

関
係
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
産
後

や
子
育
て
を
安
心
し
て
行
っ
て
い

く
た
め
に
家
庭
訪
問
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

大
切
な
命
の
健
や
か
な
成
長
を

温
か
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

   

赤
間
　
　
峻
（
平
成
26
年
度
卒
）

現
在
は
特
別
支
援
学
校
の
高
等

部
で
、
生
徒
た
ち
の
将
来
の
自
立

に
向
け
て
教
員
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
日
々
の
実
践
で
は
、
目
に

見
え
る
課
題
だ
け
で
な
く
、
水
面

下
に
あ
る
本
人
の
感
情
や
特
性
を

丁
寧
に
捉
え
る
「
氷
山
モ
デ
ル
」

の
視
点
を
大
切
に
し
、
一
人
ひ
と

り
と
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
を
信

条
と
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
が

社
会
へ
羽
ば
た
く
準
備
を
整
え
、

自
信
に
満
ち
た
表
情
で
卒
業
し
て

い
く
姿
を
見
守
る
こ
と
が
、
私
に

と
っ
て
の
大
き
な
目
標
で
す
。
苦

労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一

生
懸
命
に
学
ぶ
生
徒
た
ち
の
姿
か

ら
毎
日
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
誇
り

を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な

が
ら
教
育
現
場
に
励
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

同
窓
生
の
活
躍

様
々
な
学
部
が
集
め
ら
れ
た
ク
ラ
ス
の
中
で
、
他
学
部
の
友
達
と
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。
好
奇
心
を
掻
き
立
て
る
よ

う
な
講
義
ば
か
り
で
、
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。
大
学
に
入
っ
て
何

よ
り
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
え
た
こ
と
で
す
。
国

際
色
豊
か
な
北
大
で
は
、
様
々
な
人
種
や
言
語
の
人
々
に
出
会
い
、
人

と
の
つ
な
が
り
が
成
長
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

大
学
生
活
は
選
択
肢
が
多
く
、
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
例
え
ば

授
業
で
全
員
発
揮
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ 

プ
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
課
外
活

動
で
は
学
生
だ
け
で
海
外
学
生
を
探
し
、
自
分
た
ち
で
見
つ
け
た
企
業 

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
海
外
経
験

が
豊
富
な
学
生
や
起
業
し
て
い
る
学
生
な
ど
、
多
様
な
生
徒
と
と
も
に

過
ご
せ
る
環
境
で
刺
激
的
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
自
身
の
競
技
力
の
向
上
を
目
指
し
て
部
活
動
に
没
頭
し

て
い
ま
す
。

平
日
の
早
朝
練
習
な
ど
も
あ
り
学
業
と
の
両
立
が
大
変
で
す
。
大
学

に
は
様
々
な
分
野
の
先
生
が
沢
山
い
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
ご
と
に

深
い
学
び
を
得
ら
れ
ま
す
。
部
活
動
の
同
期
、
先
輩
、
コ
ー
チ
陣
の
お

か
げ
で
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
カ
レ
表
彰
台
、
日
本

選
手
権
決
勝
を
目
標
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
で
す
。

早
稲
田
大
学 

文
学
部 

文
学
科

高 

城
　
栞 

奈 

（
令
和
6
年
度
卒
）

山
梨
学
院
大
学 

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

井 

川
　
龍 

心
（
令
和
6
年
度
卒
）

北
海
道
大
学

　
医
学
部 

保
健
学
科 

放
射
線
技
術
科
学
専
攻

齋 

藤
　
　 

結 

（
令
和
6
年
度
卒
）
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斎
藤
　
綾
子
（
昭
和
61
年
度
卒
）

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
殿
堂
入
り

及
び
、
ふ
る
さ
と
栄
誉
賞
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
高
倉
さ

ん
の
ご
活
躍
を
当
時
の
担
任
の
先

生
、
ク
ラ
ス
の
友
が
喜
ん
で
い
る

と
思
い
ま
す
。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
元
気
で
笑
顔

が
素
敵
な
高
倉
さ
ん
は
、
ル
ー
ム

長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
目
標

は
「
何
事
も
一
番
」
決
め
た
か
ら

に
は
や
る
。
そ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、

明
る
く
楽
し
く
、
桃
李
祭
の
準
備
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
練
習
等
、
団

結
し
て
頑
張
っ
た
思
い
出
が
あ
り

ま
す
。「
高
倉
さ
ん
と
同
じ
ク
ラ

ス
に
な
っ
た
」
が
ク
ラ
ス
の
十
大

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
こ
と
は
、
み

ん
な
の
う
れ
し
い
気
持
ち
で
あ
り

誇
り
に
思
っ
た
か
ら
で
、
今
で
も

変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

高
倉
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を

心
よ
り
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

高
倉 

麻
子
さ
ん

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
殿
堂
入
り

ふ
る
さ
と
栄
誉
賞
受
賞
‼



進
路
部
部
長
　
加
藤
　
貴
義

令
和
七
年
度
も
同
窓
会
会
員
の

皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
多
く

の
進
路
関
連
行
事
を
実
施
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様

の
ご
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

入
試
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
大

学
・
専
門
学
校
な
ど
学
校
種
に
関

わ
ら
ず
総
合
型
選
抜
・
推
薦
型
選

抜
で
の
受
験
が
多
く
な
り
、
本
校

も
多
く
の
生
徒
が
令
和
七
年
中
に

進
路
先
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
別

表
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
一
般

選
抜
を
控
え
る
生
徒
も
最
後
の
努

力
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
生

徒
一
人
一
人
が
人
間
を
大
切
に
す

る
人
間
と
な
る
よ
う
桃
李
の
精
神

を
忘
れ
ず
教
育
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
生
徒
た

ち
の
希
望
進
路
実
現
に
応
援
く
だ

さ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

令和7年度 進路状況　令和8年２月13日現在（一部の学校のみ記載）

令
和
七
年
度 

進
路
状
況

56名専 　 門 　 学 　 校

仙台リゾスポ専門学校、太田看護専門学校、大原看護専門学校、ポラリス保健看専門学校、国際ビジネス公務員大学校、
仙台こども専門学校、仙台医健・スポーツ専門学校、国際医療看護福祉大学校、仙台医療福祉専門学校、
国際ビューティ＆フード大学校、仙台ビューティーアート専門学校、仙台総合ビジネス公務員専門学校、
国際アート＆デザイン大学校、宮城調理製菓専門学校、仙台eco動物海洋専門学校、仙台理容美容専門学校、
福島看護専門学校、仙台医療秘書福祉＆IT専門学校、郡山ヘアメイクカレッジ、郡山健康科学専門学校、
東京法律公務員専門学校仙台校、仙台スイーツ＆カフェ専門学校、仙台大原簿記情報公務員専門学校、相馬看護専門学校、
専門学校東北動物看護学院、大宮こども専門学校、東日本医療専門学校、東北電子専門学校、日本ヒューマンセレモニー専門学校、
東日本航空専門学校、espエンタテインメント東京、晃陽看護栄養専門学校、東京動物専門学校　他

12名短 　 期 　 大 　 学

352名大　　　学

岩手大学、秋田大学、山形大学、福島大学、東京学芸大学、新潟大学、宮城大学、福島県立医科大学、前橋工科大学、仙台大学、
東北学院大学、東北工業大学、東北生活文化大学、東北福祉大学、東北医科薬科大学、宮城学院女子大学、東北文化学園大学、
尚絅学院大学、東北公益文科大学、医療創生大学、奥羽大学、郡山女子大学、福島学院大学、流通経済大学、ウェルネス大学、
国際医療福祉大学、作新学院大学、獨協医科大学、白鴎大学、上武大学、群馬医療福祉大学、埼玉医科大学、城西大学、駿河台大学、
東京国際大学、目白大学、浦和大学、日本医療科学大学、江戸川大学、神田外語大学、淑徳大学、聖徳大学、千葉工大学、千葉商大学、
帝京平成大学、麗澤大学、桜美林大学、大妻女子大学、北里大学、工学院大学、国際基督教大学、芝浦工業大学、順天堂大学、
日本栄養大学、杉野服飾大学、成蹊大学、専修大学、大東文化大学、拓殖大学、東海大学、東京家政大学、東京農業大学、東洋大学、
日本大学、日本歯科大学、法政大学、東京都市大学、武蔵野大学、ヤマザキ動物大学、神奈川大学、関東学院大学、新潟薬科大学、
新潟医療福祉大学、金沢工業大学、中部大学、関西外国語大学、姫路獨協大学、開志創造大学、洗足学園音楽大学、東京国際工科専門職大学　他

聖和学園短期大学、仙台青葉学院短期大学、仙台赤門短期大学、福島学院大短期大学、有明教育芸術短期大学、
山野美容芸術短期大学、神奈川歯科大短期大学、福島農業総合センター農業短期大学　他

24名

78名専 　 門 　 学 　 校

就　　　職

東京電子専門学校、国際医療看護福祉大学校、太田看護専門学校、大原看護専門学校、福島看護専門学校、
郡山健康科学専門学校、仙台ビューティーアート専門学校、国際ビューティ＆フード大学校、東日本医療専門学校、
福島医療専門学校、仙台デザイン専門学校、仙台総合ペット専門学校、国際ビジネス公務員大学校、
日本調理技術専門学校、WIZ国際情報工科自動車大学校、宮城調理製菓専門学校、東京都立府中看護専門学校、
日本航空大学校北海道新千歳空港キャンパス、福島県立テクノアカデミー浜、新潟コンピュータ専門学校、
仙台医健・スポーツ専門学校、東京法律公務員専門学校、仙台こども専門学校、ケイセンビジネス公務員カレッジ、
文化服装学院、仙台ECO動物海洋専門学校　他

二本松NOK株式会社、ヤマト運輸株式会社、NXキャッシュ・ロジスティクス株式会社、ふくしま未来農業協同組合、
自衛隊、警視庁、福島市役所、福島県警察、株式会社東邦銀行、三井ミーハナイト・メタル株式会社、
株式会社福島製作所、福島広成建設株式会社、株式会社しのぶ食品、千葉県警察  他

25名短 　 期 　 大 　 学

645名大　　　学

北見工業大学、山形大学、福島大学、埼玉大学、宮崎大学、会津大学、福島県立医科大学、
高崎経大学、都留文科大学、長野大学、仙台大学、東北学院大学、東北工大学、東北福祉大学、
東北医薬大学、宮城学院女子大学、東北文化学園大学、尚絅学院大学、仙台青葉学院大学、
東北芸術工大学、奥羽大学、福島学院大学、国際医療福祉大学、白鴎大学、埼玉工大学、
文教大学、千葉工大学、亜細亜大学、北里大学、国際基督教大学、駒澤大学、芝浦工大学、
成蹊大学、東京理大学、日本大学、武蔵野大学、立教大学、早稲田大学、学習院女子大学、
神奈川大学、新潟医療福祉大学、開志専門職大学、金沢工大学、東洋大学　他

仙台青葉学院短期大学、郡山女大短期大学部、桜の聖母短期大学、福島学院大短期大学、
福島県農業総合センター農業短期大学校、仙台赤門短期大学　他

令和6年度 進路実績　令和7年3月3１日確定版（一部の学校のみ記載）

防衛大学校、航空保安学校5名文部科学省所管外学校

防衛医科大学校、防衛大学校5名文部科学省所管外学校

株式会社GMS、NITTOKU株式会社、株式会社福島製作所、株式会社エービーシー・マート、自衛隊一般曹候補生5名就　　　職
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今回は遠方からも参加しやすいよう要望の
多かった土曜日に開催します。
また、懇親会も7年ぶりにお食事をしながら
ゆっくり懇談していただけるようにします。
皆さんのご参加お待ちしております。

● 日　時／令和8年６月27日（土） 午前10時30分～
● 場　所／キョウワグループ・テルサホール（福島テルサ）
 　　　　　　　※指定駐車場があります。詳しくはテルサホームページをご覧ください。

　　　　　 総　会 ： ３階 あぶくま
　　　　　 懇親会 ： ２階 エフズサンパレス
　　　　　             会費 2,000円
● お問い合わせ／福島成蹊高等学校 同窓会事務局
　　　　　　　　 TEL 024-522-2049
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　同窓会では【LINE公式アカウント】を開設しています!!多く
の同窓生の皆さんとスムーズに、そしてスピーディーに繋がる
ことが可能です。様々な行事の告知や母校の活躍などLINEを
使って発信しています。まだLINEの友だちになってない同窓
生がいらっしゃいましたら、ぜひ同窓会のLINEを教えてあげ
てください。LINEの友だち追加をお願いします。

@336tcvqpLINE IDご質問・お問い合わせは、事務局まで
電話、FAX、メールでお願いします。

配信のみ
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